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　いよいよ夏本番、暑い夏がやってきました。
　この度、平成２５年１２月から行ってきた町民
プールの大規模改修工事が完了しました。
　町民プールには、５０ｍプールと子ども用プ
ール、幼児用プールがあり、これから夏休み
を迎える子どもたちにとっては、恰好の遊び
場です。
　町民プールは、７月１９日から８月３１日まで
オープンしています。新しくなった町民プー
ルで、気持ちよく元気に暑い夏を乗り切りま
しょう。

2014.7.05
7
No.466

 ホームページ　http://www.town.itano.tokushima.jp/

徳島県板野郡板野町吹田字町南２２-２
企画・編集：総務課　TEL６７２-５９８０

防災無線テレフォンサービス（防災無線放送が聞けます）　　　0120－15－7020

©TOKUSHIMA VORTIS



いたの　すがお
2014年7月号

２

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

　
教
育
功
労
に
よ
り
瑞
宝
双
光
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
一
年
三
月
に
板
野
西

小
学
校
長
を
最
後
に
退
職
さ
れ
る

ま
で
の
三
十
九
年
間
の
永
き
に
亘

り
、
小
中
学
校
の
義
務
教
育
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
中
さ
ん
は
、「
こ
の
度
は
、
は

か
ら
ず
も
瑞
宝
双
光
章
拝
受
の
栄

に
浴
し
、
身
に
余
る
光
栄
と
存
じ

ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
皆
様

の
心
温
か
い
ご
支
援
の
賜
と
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
永
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
、
地
域
の
福
祉

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
、
晃

曻
勇
さ
ん
が
、
厚
生
労
働
大
臣
特

別
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
晃
曻
さ
ん
は
、「
思
え
ば
、“
地

元
へ
の
恩
返
し
”
で
お
受
け
し
た

職
務
で
し
た
が
、
こ
の
度
は
こ
の

よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
、
光
栄
に

存
じ
ま
す
。
民
生
委
員
と
い
う
職

務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

の
も
、
民
生
委
員
の
方
、
社
協
や

行
政
職
員
の
方
々
の
ご
協
力
の
賜

と
、
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
受
賞
を
機
に
、
さ
ら
に
精
進

し
、
地
元
の
福
祉
向
上
に
ご
協
力

い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
徳
島
県
の
保
健
衛
生
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
、
徳
島
県
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
八
年
よ
り
一
般
社
団
法
人

徳
島
県
産
業
廃
棄
物
協
会
に
理
事

と
し
て
参
画
さ
れ
、
以
降
副
会

長
、
会
長
と
し
て
、
協
会
の
み
な

ら
ず
業
界
の
発
展
、
資
質
の
向
上

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　「
こ
の
度
の
徳
島
県
表
彰
は
本

当
に
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
今
後

と
も
ふ
る
さ
と
の
環
境
保
全
の
た

め
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
遍
路
道
の

清
掃
活
動
や
、
近
い
将
来
予
測
さ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
の

災
害
対
策
に
微
力
を
尽
く
し
て
参

る
所
存
で
す
。」と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
六
月
十
一
日
、
ホ
テ
ル
ク
レ
メ

ン
ト
徳
島
に
お
い
て
「
小
さ
な
親

切
」
運
動
徳
島
県
本
部
実
行
章
贈

呈
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
板
野
町
商

工
会
青
年
部
が
、
昨
年
十
一
月
十

日
に
開
催
さ
れ
た
「
あ
さ
ん

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
　
い
た

in

の
」
に
お
い
て
、
町
内
全
域
に
周

知
・
声
か
け
を
行
い
、
板
野
町
全

体
で
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
板
野
町
商
工
会
青
年
部

は
、
日
頃
か
ら
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の

回
収
箱
を
各
職
場
に
設
置
し
、
発

展
途
上
国
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
五
月
三
十
一
日
、
板
野
町
町
民

セ
ン
タ
ー
で
平
成
二
十
六
年
度
板

野
町
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
祭
壇
が
し
つ
ら
え
ら
れ
た
会
場

に
は
、
遺
族
会
会
員
の
方
々
を
は

じ
め
、
約
百
四
十
名
の
方
が
参
列

さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
町
内
各
小
・
中
学

校
の
児
童
生
徒
や
来
賓
、
遺
族
会

会
員
の
方
々
に
よ
る
献
花
が
し
め

や
か
に
行
わ
れ
、
戦
没
者
の
方
々

の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
受受
賞賞

　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

田中  則雄　氏
（矢武）

　

瑞
宝
双
光
章
受

瑞
宝
双
光
章
受
章章

　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

晃曻　勇　氏
（下庄）

平
成
二
十
六
年
度

　徳
島
県
表
彰
受
賞

　
お
め
で
と

お
め
で
と
うう

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す
　

東條  昭二　氏
（矢武）

「
小
さ
な
親
切
」
運
動

徳
島
県
本
部
実
行
章

受
賞

　
お
め
で
と

お
め
で
と
うう

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す
　

  平
成
二
十
六
年
度

   板
野
町

       戦
没
者
追
悼
式
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お
知
ら
せ

●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

　
六
月
五
日
（
木
）、
国
民
健
康
保

険
事
業
の
健
康
優
良
家
庭
を
表
彰

し
ま
し
た
。
三
年
間
表
彰
の
方

は
、
平
成
二
十
二
・
二
十
三
・
二

十
四
年
度
に
保
険
証
を
使
用
し
な

か
っ
た
健
康
世
帯
の
方
で
す
。

　
二
年
間
表
彰
者
の
犬
伏
昭
裕
さ

ん
は
「
心
配
ご
と
や
嫌
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
で
き
る
だ
け
前
向
き
に

考
え
、
プ
ラ
ス
思
考
で
過
ご
し
て

い
ま
す
。」
と
、
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

２年間表彰を受けた犬伏昭裕さん（西中富）

平成２５年度

板野町
国民健康保険事業

健康表彰

三
年
間
表
彰
者

（
十
五
世
帯
）

世
帯
主
氏
名

宮
田
　
賢
二

森
田
　
泰
正

山
田
　
美
江

大
崎
　
　
清

作
田
　
幸
子

完
土
　
孝
幸

梛
　
　
正
城

長
縄
　
安
男

小
松
美
代
子

土
内
シ
ゲ
ル

前
田
勇
三
郎

米
澤
　
良
之

白
田
　
惠
子

磯
田
　
正
夫

田
村
　
和
義

地
　
区

川
　
端

川
　
端

川
　
端

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

羅
　
漢

矢
　
武

西
中
富

二
年
間
表
彰
者

（
十
二
世
帯
）

世
帯
主
氏
名

柿
田
　
茂
尋

関
本
ヲ
ワ
カ

水
本
　
哲
夫

小
林
　
　
忍

大
西
　
弘
也

石
村
　
定
次

溝
延
　
正
子

犬
伏
　
昭
裕

髙
砂
　
英
樹

木
内
　
　
茂

芝
田
と
も
子

多
田
　
髙
子

地
　
区

吹
　
田

吹
　
田

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

矢
　
武

西
中
富

西
中
富

西
中
富

西
中
富

唐
　
園

一
年
間
表
彰
者

（
三
十
一
世
帯
）

世
帯
主
氏
名

小
笠
原
昇
一

鎌
田
　
　
 

七
五
三
政
信

久
保
耕
一
郎

長
尾
　
文
広

道
浦
　
秀
行

住
友
　
順
吉

加
 
　
新
二

葉
田
夫
美
子

澤
部
　
義
弘

窪
　
　
和
幸

桜
井
　
光
代

阿
部
　
準
司

大
西
　
輝
明

大
西
　
敏
博

次
本
五
百
枝

仁
志
　
照
重

宮
本
　
克
美

柳
澤
　
好
子

森
岡
　
　
等

扶
川
　
幸
子

藤
井
　
 
雄

岡
　
　
勝
之

玉
田
　
秀
正

大
島
　
耕
二

松
浦
光
比
古

小
川
　
徳
晃

小
川
　
貴
司

先
川
　
英
信

東
山
　
和
代

瀧
　
　
定
夫

地
　
区

大
　
坂

大
　
坂

吹
　
田

吹
　
田

吹
　
田

川
　
端

川
　
端

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

犬
　
伏

犬
　
伏

那
　
東

那
　
東

那
　
東

黒
　
谷

西
中
富

西
中
富

西
中
富

唐
　
園

中
久
保

　
今
年
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚

を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
の
方
に
、

町
か
ら
お
祝
い
状
と
記
念
品
を
贈

呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
次
の
用
件
を
満
た
す
ご
夫
婦

で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は

役
場
福
祉
保
健
課
へ
「
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
・
金
婚
申
出
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
申
出
書
の
用

紙
は
福
祉
保
健
課
に
あ
り
ま
す
）

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚（
結
婚
六
十
年
）

　
昭
和
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら

同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
婚

姻
届
を
さ
れ
た
方

金
婚
（
結
婚
五
十
年
）

　
昭
和
三
十
九
年
一
月
一
日
か
ら

同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
婚

姻
届
を
さ
れ
た
方

※
い
ず
れ
も
町
内
に
居
住
し
、
六

　
月
一
日
現
在
住
民
基
本
台
帳
に

　
登
録
さ
れ
て
い
る
ご
夫
婦
に
限

　
り
ま
す
。（
施
設
に
入
所
し
て

　
い
る
場
合
な
ど
は
こ
の
限
り
で

　
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
ま
た
、
昨
年
申
請
が
で
き
な
か

　
っ
た
ご
夫
婦
に
つ
い
て
も
申
請

　
が
可
能
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
ご
夫
婦
の
本
籍
地
が
町
外
に
あ

　
る
場
合
な
ど
、
本
町
で
確
認
で

　
き
な
い
方
に
つ
い
て
は
「
婚
姻

　
届
出
年
月
日
」
が
確
認
で
き
る

　
書
類
（
戸
籍
謄
本
等
）
を
ご
持

　
参
く
だ
さ
い
。

申
出
書
締
切

　
八
月
八
日
（
金
）

提
出
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
福
祉
保
健
課

　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
六

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
を

迎
え
ら
れ
る
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
を

迎
え
ら
れ
る
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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お
知
ら
せ

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

《
指
導
者
賞
》 
    敬
称
略

　
上
田
　
託
也
（
板
野
西
小
学
校
教
頭
）

　
　
種
目
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

《
特
別
指
導
者
賞
》

　
吉
田
美
惠
子

　（
板
野
町
消
費
生
活
相
談
所
長
）

　
　
種
目
　
弓
道

《
競
技
者
賞
》

　
岡
本
　
唯
衣
（
板
野
高
校
）

　
　
種
目
　
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

　
池
田
　
凱
翔
（
板
野
東
小
学
校
）

　
　
種
目
　
柔
道

　
福
井
　
悠
雅
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
柔
道

　
松
長
　
佳
吾
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
柔
道

　
谷
川
　
海
生
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
柔
道

　
竹
盛
　
　
廉
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
柔
道

　
片
岡
真
理
子
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
陸
上

　
山
口
　
莉
奈
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
弓
道

《
特
別
競
技
者
賞
》

　
板
野
中
学
校
 弓
道
部

　
　
　
女
子
（
二
・
三
学
年
）

　
　
種
目
　
弓
道

　
板
野
中
学
校
 弓
道
部

　
　
　
男
子
（
二
・
三
学
年
）

　
　
種
目
　
弓
道

　
板
野
中
学
校
 弓
道
部

　
　
　
男
子
（
一
・
二
学
年
）

　
　
種
目
　
弓
道

　
板
野
町
柔
道
教
室

　
　
種
目
　
柔
道

　
寒
川
　
紗
衣
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
弓
道

　
西
岡
　
拓
哉
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
弓
道

　
近
藤
　
貴
弥
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
弓
道

　
四
宮
連
太
郎
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
卓
球

　
山
田
　
舜
将
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
サ
ッ
カ
ー

　
髙
畑
　
勇
人
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
サ
ッ
カ
ー

　
吉
田
　
顕
世
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
サ
ッ
カ
ー

　
次
本
　
成
立
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
サ
ッ
カ
ー

　
吉
川
　
朋
希
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
野
球

　
中
崎
　
千
尋
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
柔
道

　
大
久
保
　
蓮
（
板
野
西
小
学
校
）

　
　
種
目
　
柔
道

　
奥
谷
　
登
勝
（
板
野
東
小
学
校
）

　
　
種
目
　
陸
上

平成２５年平成２５年度度
板野板野町町

スポーツ功労スポーツ功労者者
表彰表彰式式

　
五
月
二
十
八
日
、
板
野
町
町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
板
野
町
ス
ポ
ー
ツ

大
賞
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
五
年
度
板
野
町
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
指
導
者
賞
の
選
考
基
準
は
、
多
年
に
わ
た
り
町
民
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
企
画
・
運
営
又

は
団
体
の
指
導
・
育
成
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与
し
た
功
績
が
顕
著
な
も
の
。
特
別
指

導
者
賞
は
、
多
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
指
導
・
育
成
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る

知
識
及
び
指
導
方
法
と
も
優
れ
た
も
の
。
競
技
者
賞
は
、
県
大
会
以
上
の
大
会
で
優

勝
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
経
験
を
含
め
て
三
回
以
上
有
し
た
個
人
・
団
体
。
特
別
競
技

者
賞
は
、
県
大
会
以
上
の
大
会
で
優
勝
又
は
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
た
個
人
・
団
体
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。

板野町学校給食センター

●お問い合わせ●
板野町教育委員会内　給食センター準備室

☎672－0136

募 集募 集

　板野町では、平成27年度より運用を
開始する板野町学校給食センターの業
務のうち、調理・洗浄・配送業務等を、民
間事業者に委託することになりました。
　この事業者の選定につきましては、公
募型の企画提案（プロポーザル）方式を
採用いたします。
　この募集に係る要項等の詳細は、板野
町のホームページで7月から公表いたし
ます。

調理等
委託業務
調理等
委託業務

「愛称」と
「マスコットキャラクター」

「愛称」と
「マスコットキャラクター」
　板野町学校給食センターの「愛称」
と「マスコットキャラクター」を募集
します。採用者には記念の粗品を進
呈します。
　募集期間は平成26年9月30日まで
です。詳しくは板野町学校給食セン
ター準備室までお問
い合わせください。
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お
知
ら
せ

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

　
板
野
町
役
場
で
は
、
一
般
事
務

釈
若

錫
錫

及
び
保
育
士
に
つ
い
て
の
職
員
採

釈
若

錫
錫

用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
採
用
予

定
人
数
・
受
験
申
込
方
法
等
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　
申
込
用
紙
・
試
験
案
内
は
、
七

月
七
日
（
月
）
か
ら
総
務
課
で
お

渡
し
し
ま
す
。
郵
便
で
請
求
す
る

場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
試

験
請
求
（
職
種
名
）」
と
朱
書
し
、

百
二
十
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明

記
の
Ａ
４
版
返
信
用
封
筒
を
必
ず

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
回
の
採
用
予
定
日

は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
以

降
で
す
。

　
ま
た
、
板
野
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
採
用
予
定
職
種
及
び
人
数

　
一
般
事
務
、
保
育
士

　
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

②
受
験
資
格

・
一
般
事
務

　
昭
和
六
十
年
四
月
二
日
か
ら
平

成
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者

・
保
育
士

　
昭
和
六
十
年
四
月
二
日
か
ら
平

成
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
で
、
保
育
士
の
資
格
及
び
幼

稚
園
教
諭
の
免
許
を
有
す
る
者
又

は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
当
該
資
格
等
を
取
得
す

る
見
込
み
の
者

③
試
験
区
分

・
一
般
事
務

　
　
高
等
学
校
卒
業
程
度

・
保
育
士

　
　
短
期
大
学
卒
業
程
度

※
「
卒
業
程
度
」
と
は
、
試
験
の

区
分
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
学

歴
を
受
験
資
格
と
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
受
付
期
間

　
平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
二
日

か
ら
八
月
五
日
午
後
五
時
ま
で

⑤
試
験
の
日
程
、
種
目

【
第
一
次
試
験
】

日
　
時

　
平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
一
日（
日
）

　
午
前
十
時
～

場
　
所

　
徳
島
文
理
大
学
　
九
号
館

　
人
間
生
活
学
部
棟

試
験
種
目

　
一
般
事
務

　
　
教
養
試
験

　
保
育
士

　
　
教
養
試
験
、
専
門
試
験

【
第
二
次
試
験
】

日
　
時

　
平
成
二
十
六
年
十
一
月
中
旬
頃

　
詳
し
い
事
項
は
、
直
接
連
絡
し

ま
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課

　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
〇

　
詳
し
い
内
容
は
、
試
験
案
内
に

記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

 

　
板
野
西
部
消
防
組
合
消
防
職
員

を
採
用
し
ま
す
。採
用
予
定
人
数
、

受
験
申
し
込
み
方
法
等
は
、
次
の

要
領
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
今

回
の
採
用
予
定
日
は
、
平
成
二
十

七
年
四
月
一
日
以
降
で
す
。

採
用
予
定
職
種
及
び
人
数

　
消
防
職
員
（
二
十
四
時
間
交
替

勤
務
）　
若
干
名

受
験
資
格

　
昭
和
六
十
三
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
（
詳
し
く
は
試
験
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。）

受
付
期
間

　
平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
二
日（
火
）

　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

　
八
月
五
日（
火
）午
後
五
時
ま
で

試
験
の
日
程

【
第
一
次
試
験（
県
内
統
一
試
験
で
実
施
）】

日
　
時

　
平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
一
日（
日
）

　
午
前
十
時
～

場
　
所

　
徳
島
文
理
大
学
　
九
号
館
　
　

　
人
間
生
活
学
部
棟

　（
徳
島
市
山
城
町
西
浜
傍
示
一
八
〇
）

合
格
発
表

　
平
成
二
十
六
年
十
月
下
旬
頃

【
第
二
次
試
験
】

日
　
時

　
平
成
二
十
六
年
十
一
月
以
降

　
詳
し
い
事
項
は
直
接
連
絡
し
ま

す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
板
野
西
部
消
防
組
合
消
防
本
部

総
務
課

　
☎
六
七
二－

〇
一
九
八

　
〒
七
七
九－

〇
一
一
四

　
　
板
野
町
羅
漢
字
前
田
三
五

※
申
込
用
紙
・
試
験
案
内
は
、
板

野
西
部
消
防
組
合
消
防
本
部
総

務
課
で
七
月
七
日
か
ら
配
布
し

ま
す
。

※
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封

筒
の
表
に
「
職
員
試
験
請
求
」

と
朱
書
し
、
宛
先
を
明
記
し
、

百
二
十
円
切
手
を
貼
っ
た
Ａ
４

版
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

　
板
野
西
部
消
防
組
合
職
員
採
用
の
ご
案
内

ご案内

町
職
員
採
用
試
験
お
申
し
込
み
受
付
期
間

　
七
月
二
十
二
日（
火
）～
八
月
五
日（
火
）
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お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

　
現
在
お
持
ち
の
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
受
給

者
証
の
有
効
期
限
は
七
月
末
ま
で
で
す
。

　
該
当
者
の
方
に
は
七
月
中
旬
に
ご
案
内
の
通
知
を

し
ま
す
の
で
、更
新
の
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
対
象
に

な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。（
所
得
制
限
等
で
該
当
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。）

※
対
象
者

●
身
体
障
が
い
者
手
帳
一
級
ま
た
は
二
級
、
ま
た
は

療
育
手
帳
Ａ
を
所
持
し
て
い
る
方

●
療
育
手
帳
Ｂ
を
持
ち
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
三
級

か
四
級
に
該
当
し
て
い
る
方

●
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
等

（
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
る
十
八
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
人
）

に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
の
際
に

更
新
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
福
祉
保
健
課
・
障
が
い
者
担
当

　
☎
六
七
二－

五
九
八
六

　
役
場
住
民
課
・
ひ
と
り
親
家
庭
担
当

　
☎
六
七
二－

五
九
八
四

　
重
度
心
身
障
が
い
者
等

　
　
医
療
費
受
給
者
証
の

　
　
　
更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ

平成26年4月から消費税率が8％へ引き上げられましたが、所得の低い方々への負担の影響に
鑑み、暫定的・臨時的な措置として、臨時福祉給付金を支給します。

平成26年度分　市町村民税（均等割）が課税されない方　が対象です。　

※平成26年度分の市町村民税（均等割）が課税されない方は
　臨時福祉給付金の給付対象者となる可能性があります。

役場福祉保健課　臨時福祉給付金係　☎672－5986

臨時福祉給付金のご案内

1 臨時福祉給付金とは？

2 給付対象者

○給付対象者１人につき　1万円
○給付対象者の中で下記に該当する方は　５千円　を加算
　・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金等の受給者など　・児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者など

3 給付額

○申請受付は8月1日からを予定しています。7月上旬に全世帯(平成26年1月1日時点におい
　て本町にて住民登録されている世帯)に申請のための申込ハガキなどを送付します。

自分が市町村
民税（均等割）
が課税されて
いるかどうか、
どうすれば分
かりますか？

例えば、
　・ご自身の給与支給明細書の「住民税」の項目に課税額が記載されている場合
　・介護保険料決定通知書に記載されている「保険料の段階」で 5 段階以
　　上となっている場合
には、基本的に市町村民税が課税されています。
※　「市町村民税（均等割）」は「（個人）住民税」などと記載されている場合があります。

4 申請手続

　ただし、　ご自身を扶養している方が課税される場合
　　　　　　生活保護制度の被保護者となっている場合　　などは対象外です。
　(1月2日～3月31日までに保護が廃止又は停止となった方は対象となる場合があります)

ＡＱ

●　暑い季節です　無理なく賢いエコライフを　●
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お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●

　
現
在
お
持
ち
の
乳
幼
児
等
（
子
ど
も

は
ぐ
く
み
）
医
療
費
受
給
者
証
の
有
効

期
限
は
七
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
毎
年
七
月
に
更
新
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
三

年
度
か
ら
自
動
更
新
と
な
り
、
更
新
手

続
き
の
必
要
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
対
象
者
の
方
に
は
、
新
し
い
受
給
者

証
を
七
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
こ
の

受
給
者
証
の
住
所
・
健
康
保
険
証
等
に

変
更
が
あ
る
方
は
、
印
鑑
と
健
康
保
険

証
を
持
参
の
上
、必
ず
届
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
平
成
二
十
六
年
一
月
二
日
以
降
に
板

野
町
に
転
入
さ
れ
た
方
で
、
小
学
六

年
生
以
下
の
お
子
様
が
お
ら
れ
る
方

は
、
平
成
二
十
六
年
度
所
得
課
税
証

明
書
の
提
出
が
必
要
（
児
童
手
当
用

に
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
方
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
）
で
す
の
で
、
対
象
の

方
は
八
月
中
に
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
課

　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
四

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ももももももももももももももももももももももももももももももももも
ははははははははははははははははははははははははははははははははは
ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

「
子
ど
も
は
ぐ
く
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ

医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
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証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証

医
療
費
受
給
者
証
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ららららららららららららららららららららららららららららららららら

更
新
の
お
知
ら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

平成26年4月からの消費税率の引き上げに伴い、子育て世帯の家計への負担を減らし、消費の
下支えを図るために、児童手当を受給している方に、子育て世帯臨時特例給付金を支給します。

公務員の方で職場から「公務員児童手当（特例給付）受給状況証明書」
及び「申請書」の交付を受けている方についても、申請が必要です。

対象児童１人につき10,000円

　　役場住民課　子育て世帯臨時特例給付金係　☎672－5984

子育て世帯臨時特例給付金のご案内
1 子育て世帯臨時特例給付金とは？

平成26年1月1日時点で住民票が板野町にある方で次のどちらの要件も満たす方
　・平成26年1月分の児童手当・特例給付を受給
　・平成25年の所得が児童手当の所得制限限度額未満

2 支給対象者

3 対象児童

4 支給額

5 公務員の方の場合

6 申請手続

支給対象者の平成26年1月分の児童手当・特例給付の対象となる児童
　※上記に該当すれば、申請・支給時に中学校を卒業している場合でも対象になります。
　　ただし、次の児童は対象外です。
　　　・「臨時福祉給付金」の対象となる児童
　　　・生活保護制度の被保護者にあたる児童
　　　・平成26年1月1日以降に亡くなった児童

対象の方には、7月下旬に申請書を送付（公務員の方は除く）します。

　申請期間    8月1日（金）～11月4日（火）

ご　注　意
●原則として、申請期間
外の申請や平成26年
1月1日時点で板野町
に住民票がない方の
申請は受け付けられ
ませんので、ご注意く
ださい。
●「臨時福祉給付金」の
対象となる場合は、別
途申請が必要です。
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●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

町制施行　６０周年記念事業
　
板
野
町
で
、
左
記
の
と
お
り
町
制
施
行
六
十
周
年
記
念
第
二
十

二
回
町
民
ラ
ジ
オ
体
操
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
朝
の
さ
わ
や
か
な
空
気
を
胸
一
杯
吸
い
込
ん
で
、
自
分
の
健
康

を
確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
町
で
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
に
よ
る
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ご
参
加
さ
れ
る
方
は
、
駐
車
場
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
徒
歩
又
は
自
転
車
等
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
主
催
：
板
野
町
・
板
野
町
教
育
委
員
会
・
板
野
町
体
育
協
会

　
後
援
：
板
野
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

　
　
　
　
板
野
ぴ
ょ
ん
太
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
板
野
町
ま
ち
づ
く
り
女
性
の
会

お
問
い
合
わ
せ
　
板
野
町
教
育
委
員
会
　
☎
六
七
二－

〇
一
三
六

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
あ
せ
び
温
泉
や
す
ら
ぎ
の
郷
は
、
皆
様
の
お
か
げ
を
も
ち
ま

し
て
、平
成
二
十
六
年
五
月
で
開
館
十
二
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
町
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
、
開
館
以
来
百
九
十
三
万
人

の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
、
今
で
は
板
野
町
の
名

所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
五
月
二
十
日
は
、
町
制

施
行
六
十
周
年
記
念
事
業

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

あ
せ
び
温
泉
の
入
浴
料
無

料
と
併
せ
て
、
記
念
品
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
が
あ

り
、
七
百
六
名
の
方
が
来

場
さ
れ
ま
し
た
。

ご案内

町町民民
ラジラジオオ
体操体操会会

と
　
　
き
　
七
月
十
九
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
六
時
二
十
分
集
合

と
　こ
　ろ
　
板
野
町
田
園
パ
ー
ク

　
　
　
　
　
町
民
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン

 　
※
　
雨
天
の
場
合
は
「
健
康
の
館
」
で
行
い
ま
す
の
で
、

　
　
　
上
靴
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
※
　
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

あ
せ
び
温
泉

　
や
す
ら
ぎ
の
郷

日
　
時
　
十
一
月
二
十
四
日
（
月
・
祝
）

場
　
所
　
御
所
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
費
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
　（
ビ
ジ
タ
ー
参
加
費
込
み
・
食
事
代
は
別
途
）

参
加
対
象
　
板
野
町
民
、町
内
に
関
係
す
る
企
業
、機
関
、団
体
等

　
　
　
　
　
※
表
彰
式
終
了
後
大
抽
選
会
あ
り

お
問
い
合
わ
せ

　
事
務
局
　
近
藤
　
☎
六
七
二－

〇
二
〇
三

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●

今年も

「あさんウォーキングフェス「あさんウォーキングフェスタタinいたの」 in いたの」
を開催します‼

＜開催日＞１１月１６日（日）
＜会　場＞あすたむらんど徳島
　　　　　（あさんインダストリアルパーク内）

●お問い合わせ●
あさんウォーキングフェスタinいたの実行委員会事務局

（板野町教育委員会内）
☎６７２－０１３６ 　ＨＰ：asan-walking.com
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●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

☎672－6099  ☎0120-783-577（フリーダイヤル）板野町消費生活相談所
むっとしたら救急！ な  や  み　 いつもないない

お問い合わせ

消 費 生 活 相 談 所 か ら の お 知 ら せ
●「社団法人日本貴金属協会」を名のる金の投資詐欺に注意！

　「社団法人日本貴金属協会」と名のり、金投資勧誘がありますが、そのような事業所拠点は存在しません。
次のような手口で消費者はだまされています。
①封書：日本貴金属協会よりパンフレットが届き、その後、勧誘電話あり。『元本保証型ゴールド積み立定期
　　　　預金』の投資商品を勧める。
②電話：他業者より日本貴金属協会についての電話がある。
③申込金の郵送：郵便局の集荷サービスを利用する。「郵便職員を自宅まで行かせます。現金を小包で渡してください。」
④連絡不能：連絡が取れなくなる。配当金の支払いもなく、元本の返金もありません。
　＊上記のような手口に欺されず、お金は決して支払わず、下記の板野町消費生活相談所や警察に相談しましょう。
　

●第１回「おさいふ学ミニ講座」開講
　テーマ：ここち良い住まいづくり～リフォームのコツ～
　日　時：平成２６年７月１８日（金）　午後１時３０分より
　場　所：町民センター１階　多目的ホール　（板野町大寺字亀山西１６９－５）
　参加をご希望の方は、板野町消費生活相談所までお申込みください。

５月の相談件数は２８件でした。

平成２６年度地域障がい者パソコン講座
知的障がい者の方を対象にした講座
　パソコンを使ってうちわや名刺、インターネットを安
全に楽しめる内容をたくさんご用意しています。
募集定員：１０名
日　　時：平成２６年７月２６日～８月３０日
　　　　　毎週土曜日１０:００～１２:００（全６回）
場　　所：福祉ホームリズム２F地域交流スペース
　　　　　（板野郡藍住町矢上字安任５６－５）
費　　用：無料
締め切り：７月１８日（金）

身体および精神障がい者・難病等障が
い者の方を対象にした講座
　window8.1の基本操作やワードの基本、便利なサービ
ス、アプリ、画像編集やFacebook等、主にインターネッ
トを楽しく学べます。
募集定員：１０名
日　　時：平成２６年９月３日～平成２７年１月２８日
　　　　　毎週水曜日１３:００～１６:００（全２１回）
場　　所：福祉ホームリズム２F地域交流スペース
　　　　　（板野郡藍住町矢上字安任５６－５）
費　　用：無料
締め切り：８月２９日（金）

●お申し込み・お問い合わせ●
　障がい者生活支援センター凌雲
　☎693－1117／FAX692－6776／E-mail:support@selp-harmony.com

○
該
当
者

　
平
成
六
年
四
月
二
日
か
ら
平
成

　
七
年
四
月
一
日
の
間
に
生
ま
れ

　
た
方

○
板
野
町
在
住
の
方
お
よ
び
板
野

　
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
に
は
、

　
十
一
月
中
旬
に
案
内
状
を
送
付

　
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
板
野
町
教
育
委
員
会

　
　
☎
六
七
二－

〇
一
三
六

成人式開催日成人式開催日のの
お知らお知らせせ

平成２７年成人式開催日

平成２７年
１月１１日（日）

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●
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●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

※後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証（薄い紫色）をお持ちの方へ
　現在お持ちの「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」は、有効期限が「平成２６年７月３１日」となっ
ています。
　平成２５年度の認定証をお持ちの方で平成２６年度住民税非課税世帯の方には、７月末までに役場住民課から「後期高
齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」をお届けいたします。更新申請書の提出は必要ありません。
　認定証に記載されている適用区分が「区分Ⅱ」の方で「過去１２か月で９０日を超える入院」をされた方は、役場住民
課担当窓口に申請していただくことで、入院時の食事代がさらに減額されます。

※７０歳以上７５歳未満の方（後期高齢者医療制度の被保険者以外）がいる場合、その方々との総収入の合計額が５２０万
円未満の場合は１割（要申請）

　現在、後期高齢者医療制度に加入されている方には、有効期限が「平成２６年７月３１日」となっているむらさき色の「後期
高齢者医療被保険者証」を、１人に１枚お渡ししています。
　７月中に役場住民課から、有効期限　平成２７年７月３１日と記載された新しい被保険者証［濃いクリーム色（黄色）］
をお届けします。
　平成２６年８月１日から平成２７年７月３１日までの一部負担金の割合（１割又は３割）は、平成２５年中の所得に基づき、改め
て判定します。
　８月１日以降は、古い被保険者証は使えませんので、受診の際は有効期限を確認し、お間違えのないようご注意ください。

【一部負担金の割合の判定方法について】
１割負担となる方

同じ世帯の被保険者全員の住民税課税所得が１４５万円未満

３割負担となる方
被保険者が２人以上の場合被保険者が１人の場合世帯構成

１４５万円以上の被保険者がいる１４５万円以上住民税課税所得

５２０万円未満は１割（要申請）３８３万円未満は１割（要申請）
総収入の合計額

５２０万円以上は３割３８３万円以上は３割（※）

８月は保険証の定期更新月です

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

お問い合わせ　役場住民課　後期高齢者医療係　☎６７２－５９８４
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●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

臓器提供の意思表示にご協力ください
　
　新しい被保険者証（有効期限平成２７年７月３１日）の裏面に、臓器提供意思表示欄が設けられています。
　これは、臓器移植に関する啓発や知識を深めるためです。臓器移植とは、病気や事故により臓器が機能し
なくなった方に他の方の健康な臓器を移植し、機能を回復させる医療です。
　臓器提供の意思表示は自分の意思で決めることができます。また、意思表示欄記入後も意思の変更ができます。
　臓器提供についてよく考え、家族と話し合い、意思表示欄の記入にご協力ください。
　なお、意思表示欄への記入は任意であり、義務付けるものではありません。

お問い合わせ　役場住民課　後期高齢者医療係　☎６７２－５９８４

※平成２６年度の保険料の決定通知書を８月初旬にお送りします。
　平成２６年度の保険料が、年金から差引かれている方は、４月分から８月分までは、仮徴収としてお支払いいただ
くこととなっております。
　保険料の算定基礎となる前年の所得が確定後、年額保険料とお支払方法のお知らせをお送りします。
　また、年金からの差引きではなく、納付書または口座振替により保険料を納めていただく方についても、市町村
から年額保険料のお知らせと納付書をお送りします。

※　臓器提供意思表示欄記入後に、「個人情報保護シール」をはり付けることにより、記入内容を他の人に知られないようにす
ることができます。このシールは被保険者証同封パンフレット「臓器提供の意思表示にご協力ください」に付いています。
※　記入する場合は、ボールペン等の消えないペンを使用してください。

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
二
十

六
年
度
第
二
学
期（
十
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で

す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

　
出
願
期
間
は
八
月
三
十
一
日

ま
で
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
放
送
大
学
徳
島
学

習
セ
ン
タ
ー
（
☎
六
〇
二－

〇

一
五
一
）
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ

い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

放
送
大
学

十
月
生
募
集
の

　
　
　
お
知
ら
せ

●　暑い季節です　無理なく賢いエコライフを　●
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●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

　平成２６年度の受診券は青色です。お一人おひとりの受診券を世帯ごとにまとめて郵便で
お届けしています。ご自分の健康の確認のためにお受けください。

●問診票は、健康相談室窓口（希望者には郵送可）または医療機関窓口にあります。
●乳がん検診・子宮頸がん無料クーポン券対象の方には、がん検診受診券郵送時にクーポン券が同封されていま
す。クーポン券の色は、子宮頸がん（クリーム色）、乳がん検診（オレンジ色）です。

　必ず、受診時にお持ちください。クーポン対象と確認できない場合は、有料になります。
●事業所等に勤務され、検診の機会がある方は、そちらを優先にしてください。
●この受診券では、特定健診を受けることができません。各保険者から送付される受診券をご利用ください。

特定健康診査に関すること　　役場住民課　　　　　　　　　　☎672－5984
がん検診に関すること　　　　役場福祉保健課（健康相談室）　☎672－5580

平成26年度  がん検診 がはじまります

ご都合の良い日を選んでいただけるように個別検診と集団健診があります。日程、受診方法
については、がん検診受診券に同封されている家族の健康カレンダーをご覧ください。

今年度、受けることが
できる項目に●印がつ
いています。

平成27年3月31日現在
の年齢です。

肺がん検診・大腸がん検
診は無料です。

腹部超音波検査は総合
健診のみです。
先着35名まで。

乳がん検診・子宮頸が
ん検診は昨年度受けら
れていない方（２年に
１度の検診）とクーポ
ン対象の方に●印がつ
いています。

肝炎ウイルス無料クー
ポン券を使用する場合
は、必ずこの受診券を
ご持参ください。

お問い合わせ　役場福祉保健課　健康相談室（町民センター内）　☎672－5580

教室のお知らせ教室のお知らせ教室のお知らせ

血圧の
学習会

お問い合わせ 役場福

の血圧の
学習会

　保

健師
・管理栄養士と学ぼう

日　時　7月18日（金）　午後6時30分から8時

内　容　漬け物編　～漬け物は最強の「ご飯のお供」。
　　　　　　　　　　夏バテで食欲なくても、漬け物があればご飯は進みますよね～
場　所　町民センター　集団指導室

参加費　無料　　　健康に関心のある方ならどなたでも参加できます。
　※参加ご希望の方は、健康相談室までお申し込みください。



いたの　すがお
2014年7月号

１３

お
知
ら
せ

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

国民年金からのお知ら国民年金からのお知らせせ

　平成２６年４月分から平成２７年３月分までの国民年金保険料は、月額１５,２５０円です。保険料は、日本
年金機構から送られる納付書により、金融機関・郵便局・コンビニで納めることができます。また、
クレジットカードによる納付やインターネット等を利用しての納付、そして便利でお得な口座振替も
あります。

　日本年金機構では、国民年金保険料を納期限までに納めていただけない方に対して、電話、書面、
面談により早期に納めていただくよう案内をおこなっております。

　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに納付が無
い場合は、延滞金が課されるだけではなく、※納付義務のある方の財産を差し押さえることがありま
すので、早めの納付をお願いします。

　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、免除される制度や猶予される制度がありますの
で、役場住民課の国民年金窓口へご相談するようお願いします。

※ 納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主になります。

国民年金のご相談・手続き等については、役場住民課（☎６７２－５９８４）、
または徳島北年金事務所（☎６７２－０９２０）までお問い合わせください。

国民年金保険料免除等の申請について
　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や
遺族基礎年金が受けられなくなる場合があります。

　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予と
なる「保険料免除制度」や「若年者（３０歳未満）納付猶予制度」がありますので、役場住民課国民年
金担当窓口で手続きをしてください。申請書は窓口に備え付けてあります。

　平成２６年度の免除等の受付は平成２６年７月１日から開始され、平成２６年７月分から平成２７年６月分
までの期間を対象として審査をおこないます。
　また、今年４月から法律が改正されて、２年１カ月前の月分まで遡及して免除申請をすることがで
きます。失業等により保険料を納付することが経済的に困難になったものの、申請を忘れていたため
に未納期間を有している方等は、一度、役場住民課国民年金窓口または徳島北年金事務所へご相談く
ださい。

　
平
成
二
十
六
年
四
月
か
ら
広
域
事
業
へ
の

参
加
に
よ
り
、
七
カ
所
の
実
施
施
設
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
七
月
一
日

か
ら
新
た
に
藍
住
町
の
富
本
小
児
科
内
科
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
利
用
日
時

　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
六
時

　
土
曜
日
（
前
日
予
約
の
み
）

　
　
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
〇
時
三
十
分

　
※
日
曜
日
、
祝
日
及
び
医
院
の
休
診
日
は
除
く

●
受
入
人
員
　
四
人

●
利
用
料
金

　
一
人
当
た
り
日
額
一
、
八
〇
〇
円

  （
課
税
状
況
に
よ
り
日
額
が
異
な
り
ま
す
）

●
予
約
受
付
・
空
き
状
況
の
確
認

　
前
日
ま
た
は
当
日
に
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
前
日
は
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
六
時
、

　
当
日
は
午
前
八
時
～
午
後
三
時
で
す
。

●
予
約
電
話
番
号
　
☎
六
七
八－

二
一
一
一

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
役
場
住
民
課

　
　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
四

病児・病後児
保育事業の
お知らせ

●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●



いたの　すがお
2014年7月号

１４

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

開場期間　　7月19日(土)～8月31日(日)まで
開場時間　　午前10時より午後5時まで（利用時間は午後4時45分まで）
入　場　料　　無料
種　　類　　50ｍプール・子ども用プール・幼児用プール
そ　の　他　　★6歳未満の方は、必ず保護者が付き添ってください。
　　　　　　★悪天候の場合、急きょ休場させていただく場合がありますのでご了承ください。
注意事項　　☆プール利用中は、監視員の指示に従ってください。
　　　　　　　監視員の指示を守っていただけない場合は、退場していただくこともございます｡
　　　　　　☆プールサイドは走らないでください｡
　　　　　　☆飛び込みは禁止です｡
　　　　　　☆その他､危険な行為はしないでください｡
　　　　　　☆プール利用時は必ず水泳帽を着用してください。
　　　　　　☆駐車場は板野中学校をご利用ください。
　　　　　　☆自分の体調は自分で管理してください。
　　　　　　☆路上駐車はしないでください。
お問い合わせ　　板野町教育委員会　☎672－0136
　　　　　　　　板野町健康の館　　☎672－3333

JR
板野駅

老人ホーム

保

育

園

板

野

中

←池　田 鳴　門→県 道 鳴 門 池 田 線

プール
入口

日(土) 8月31日(日日)まで

板野町がホームタウンとなっている徳島ヴォルティスの「板野町民デー」を、今年も開催します。

開　催　日： ８ 月 16 日（土）　　対戦カード：横浜Ｆ・マリノス
イベント：16 時 00 分から　　試合開始：19 時 00 分から
開催場所：鳴門・大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム
ホーム自由席：小中高生：無料（通常当日料金700円）
　　　　　　　大人：1,000円（通常当日料金2,500円）
　　　　　　　※大人に限り先着500名

（板野町民であることを証明できるもの、もしくは「広報いたのすがお７月号」を持参してください。）  

板野板野町町がホームタウンとなっている徳島島ヴォルティス 「の「板板野町民デー」」を、今今年も年も開催開催します。
徳島ヴォルティス「板野町民デー」に参加しよう

板野町民デー

［お問い合わせ］役場産業課　☎672－5994

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
さ
せ
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
接
す
る
機
会
と
、
ス
ポ
ー
ツ
の

楽
し
さ
を
伝
え
、
健
康
と
体
力
増
進
に
つ
な
げ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
よ

る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
※
七
月
か
ら
名
称
が「
フ
ァ
ミ
リ
ー
健
康
体
操
」か

　
　
ら
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
に
変
更
し
ま
す
。

　　
七
月
～
十
月
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
毎
月
一
回
・
金
曜
日
）

　
七
月
　
十
八
日
（
金
）
ラ
ー
ジ
卓
球

　
八
月
二
十
二
日
（
金
）
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

　
九
月
　
十
九
日
（
金
）
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス

　
十
月
二
十
四
日
（
金
）
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

開
　
始
：
午
後
七
時
三
十
分

場
　
所
：
板
野
町
田
園
パ
ー
ク
健
康
の
館
ア
リ
ー
ナ

対
　
象
：
ど
な
た
で
も

参
加
料
：
無
料

指
導
者
：
板
野
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
の
館

　
　
☎
六
七
二－

三
三
三
三

　ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
か
ら
の
お
知
ら
せ

　　「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」



いたの　すがお
2014年7月号

１５

お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

　
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
人
権
擁
護
委
員
が
市
町
村

に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え

る
と
共
に
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権

意
識
を
高
め
る
た
め
様
々
な
人
権

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
板
野
町
で
も
、
六
月
二
日
（
月
）

に
午
前
中
は
ス
ー
パ
ー
前
で
の
特

設
相
談
案
内
と
啓
発
チ
ラ
シ
・
物

品
を
配
布
す
る
な
ど
の
街
頭
啓
発

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
、

町
民
の
相
談
に
応
じ
、
人
権
問
題

の
解
決
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　
役
場
人
権
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　
　
　
☎
六
七
二

－

五
九
八
八

　
人
権
擁
護
委
員
の
日

六
月
一
日
（
日
）

♨
板野温泉からのお知らせ夏のごみ収集時間

変更について

午前7時30分までに
（6月～9月）

　６月から９月までの夏期の間、衛生管理
とごみ収集の能率向上を図るため、収集時
間が早くなります。
　ごみは決められた日の午前７時３０分まで
に決められた場所に出してください。
 役場環境生活課

　【
開
催
日
】
七
月
三
十
一
日
〈
木
〉　
午
後
二
時
開
演

　【
場
　
所
】
板
野
町
町
民
セ
ン
タ
ー
　
第
一
・
二
会
議
室

　【
講
　
師
】
桂
こ
け
枝
氏
〈
落
語
家
〉

　【
演
　
題
】『
こ
け
枝
の
ほ
の
ぼ
の
人
権
噺
』
講
演
六
十
分
・
落
語
三
十
分

  　
　
　
　
　 ※
詳
細
は
、
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
役
場
人
権
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
　
☎
六
七
二－

五
九
八
八

　
人
権
講
演
会

　
平
成
二
十
六
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度

更
新
手
続
き
は
、
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
事
業
主

の
方
は
、
七
月
十
日
（
木
）
が
申
告
・
納

付
期
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
す
み

や
か
に
、
申
告
・
納
付
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
徳
島
労
働
局
　
労
働
保
険

徴
収
室
（
☎
六
五
二－

九
一
四
三
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
徳
島
労
働
局

労
働
保
険

労
働
保
険
のの

年
度
更
新
の
お
知
ら

年
度
更
新
の
お
知
ら
せせ

　板野駅からほど近い場所にあります「板野温泉」
は、町民の皆様方に親しまれ、ご利用いただいてお
ります。
　当温泉で身体の芯から温まってください。
　たくさんの方のご利用をお待ちしております。
　
営業の概要
定　休　日　毎週日曜日
営業時間　午後４時～午後９時３０分
　　　　　※８月１１日（月）～１６日（土）の期間は、
　　　　　　午後９時まで

料　　金　３歳未満　　無料

　　　　　小学生未満　１００円

　　　　　小中学生　　１５０円

　　　　　大人　　　　２００円
　
８月の臨時休業日
　１２日（火）・１３日（水)
　
お問い合わせ
　　　　　　　　東公会堂　☎６７２－２０１６
　役場人権コミュニティ課　☎６７２－５９８８



いたの　すがお
2014年7月号

１６

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●●　暑い季節です　無理なく賢いエコライフを　●

　
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
備
え
板
野
町
で

は
平
成
十
六
年
度
よ
り
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
、
平
成
十
七
年
度
よ
り
耐
震
診
断
と
耐
震
改

修
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
更
な
る
耐
震
化
を
図
る
た
め
、
建
設
課
職
員

一
名
と
徳
島
県
か
ら
委
託
を
受
け
た
耐
震
化
指

導
員
一
名
の
二
名
で
下
庄
地
区
の
抽
出
し
た
家

屋
を
中
心
に
、
戸
別
訪
問
を
行
い
ま
す
。

　
耐
震
化
の
ご
相
談
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
建

築
の
専
門
家
で
あ
る
耐
震
診
断
員
が
お
伺
い
し

ま
す
の
で
訪
問
の
際
に
は
、
家
の
悩
み
な
ど
何

で
も
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
ず
は
「
住
ま
い
の
健
康
診
断
」
と
考
え
て

い
た
だ
き
、
耐
震
改
修
の
助
成
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
い
ま
す
ぐ
耐
震
改
修
を
考
え
て
い
な
い

方
も
、
ま
ず
は
耐
震
診
断
だ
け
で
も
受
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
役
場
建
設
課

　
　
☎
六
七
二－

五
九
九
六

木造住宅の耐震診断、
耐震改修の戸別訪問を
行います

　
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
相
談
を
は
じ
め
、
遺
言
や

相
続
な
ど
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

生
活
設
計
に
関
す
る
相
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
日
時
：
七
月
十
八
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
一
時
～
三
時

　
場
所
：
町
民
セ
ン
タ
ー

（
奇
数
月
の
第
三
金
曜
日
ご
と
の

開
催
で
す
。）

　
相
談
は
無
料
で
す
。
お
名
前
等

を
お
伺
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

　
セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

　
　（
徳
島
県
行
政
書
士
会
内
）

☎
六
二
六－

二
〇
八
三

成年後見・
相続・遺言

無料相談会の
お知らせ

入札結果をお知らせします

落札率金額（税込み）担当課業者名工事箇所工　　　　事　　　　名番号

８６.４２%１１,２１９,０４０円下水道課㈲松尾土建板野町吹田奥宮平成２５年度繰越　板野町公共下水道
奥宮１工区　管渠築造工事１

８６.７２%１０,８２７,０００円下水道課青木建設㈱板野町吹田奥宮平成２５年度繰越　板野町公共下水道
奥宮２工区　管渠築造工事２

８６.２３%９,４７１,６００円下水道課㈱伸建設板野町犬伏大柳平成２５年度繰越　板野町公共下水道
大柳３工区　管渠築造工事３

８６.９３%１０,０３６,４４０円下水道課㈱金岡組板野町大寺岡山路平成２５年度繰越　板野町公共下水道
岡山路１工区　管渠築造工事４

８７.０８%１３,１９４,３６０円下水道課㈱月岡組板野町大寺岡山路平成２５年度繰越　板野町公共下水道
岡山路２工区　管渠築造工事５

８６.７１%１２,６３２,７６０円下水道課㈲山本建設板野町吹田奥宮平成２６年度　板野町公共下水道
奥宮３工区　管渠築造工事６

８６.６０%８,２８６,８４０円下水道課小川土木㈲板野町吹田奥宮平成２６年度　板野町公共下水道
奥宮４工区　管渠築造工事７

８６.７７%８,４２５,０８０円下水道課㈲栄建設板野町吹田神木平成２６年度　板野町公共下水道
神木１工区　管渠築造工事８

８６.４３%８,７０９,１２０円下水道課明松建設㈲板野町吹田神木平成２６年度　板野町公共下水道
神木２工区　管渠築造工事９

８９.０１%１０,６８０,１２０円建設課小山建設㈲板野町大寺平成２６年度　地方道路整備事業
排水工事１０

平成２６年５月２２日入札



いたの　すがお
2014年7月号

１７

お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

お問い合わせ先：自衛隊鳴門地域事務所（☎６８５－５３０６）　住所：鳴門市撫養町立岩字七枚５７
自衛官募集ホームページ　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/　

そ　　の　　他試  験  期  日受付期間資 　格募 集 種 目

試験会場：
海上自衛隊　徳島教育航空群基地内（松茂町）
詳細については下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

第１回：８月下旬
（一般・大学生）
第２回：９月中旬
（高校生・一般）

年間を
通じて
行って
おります。

１８～２７歳未満の
男子（男子）自衛官

候補生

９月２５日～２９日８月１日～
９月９日

１８～２７歳未満の
女子（女子）

試験会場：
海上自衛隊　徳島教育航空群基地内（松茂町）
詳細については下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

１次：９月１９日・２０日
（いずれか１日実施）
２次：１０月９日～１５日
（いずれか１日実施）

８月１日～
９月９日

高卒（見込含）
２７歳未満一般曹候補生

試験会場：
１次・２次試験：海上自衛隊　徳島教育航空群基地内（松茂町）
詳細については下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

１次：９月２３日
２次：１０月１８日～２３日
３次：１１月１５日～
　　　１２月１８日

８月１日～
９月９日

高卒（見込含）
２１歳未満航空学生

試験会場：
１次試験：海上自衛隊　徳島教育航空群基地内（松茂町）
２次試験：陸上自衛隊　善通寺駐屯地（香川県善通寺市）
詳細については下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

１次：１０月１８日
２次：１１月２９・３０日

９月５日
～９月３０日

高卒（見込含）
２１歳未満

防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官候補看護学生）

　
徳
島
県
に
お
け
る
平
成
二
十
六
年
度
の
狩
猟
免
許

試
験
が
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
狩
猟
免
許
試
験
日
】

　
第
一
回
：
平
成
二
十
六
年
七
月
十
三
日
（
日
）

　
第
二
回
：
平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
四
日
（
日
）

　
第
三
回
：
平
成
二
十
七
年
一
月
十
八
日
（
日
）

　
つ
い
て
は
、
左
記
の
日
程
に
よ
り
初
心
者
講
習
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
案
内
し
ま
す
。

【
講
習
会
日
程
（
わ
な
猟
）】

　
第
一
回
　
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
八
日
（
土
）

　
　
　
　
　
十
時
～
十
六
時

　
　
　
　
　
県
猟
友
会
事
務
所
　
鳥
獣
セ
ン
タ
ー

　
第
二
回
　
平
成
二
十
六
年
八
月
九
日
（
土
）

　
　
　
　
　
十
時
～
十
六
時

　
　
　
　
　
三
好
市
池
田
総
合
体
育
館

　
第
三
回
　
平
成
二
十
六
年
八
月
十
日
（
日
）

　
　
　
　
　
十
時
～
十
六
時

　
　
　
　
　
阿
南
市
桑
野
公
民
館

　
第
四
回
　
平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
七
日
（
土
）

　
　
　
　
　
十
時
～
十
六
時

　
　
　
　
　
県
猟
友
会
　
鳥
獣
セ
ン
タ
ー

【
講
習
会
日
程
（
第
一
種
銃
猟
・
第
二
種
銃
猟
）】

　
第
一
回
　
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
九
日
（
日
）

　
　
　
　
　
十
時
～
十
六
時

　
　
　
　
　
県
猟
友
会
事
務
所
　
鳥
獣
セ
ン
タ
ー

　
第
二
回
　
平
成
二
十
六
年
八
月
三
日
（
日
）

　
　
　
　
　
十
時
～
十
六
時

　
　
　
　
　
県
猟
友
会
事
務
所
　
鳥
獣
セ
ン
タ
ー

　
第
三
回
　
平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
八
日（
日
）

　
　
　
　
　
十
時
～
十
六
時

　
　
　
　
　
県
猟
友
会
事
務
所
　
鳥
獣
セ
ン
タ
ー

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
県
猟
友
会
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
県
猟
友
会
事
務
局
　
☎
六
二
三－

一
六
一
七

ル
ー
ル
を
守
り
マ
ナ
ー
を
高
め
ま
し
ょ
う
‼

　
交
差
点
の
三
〇
メ
ー
ト
ル
手
前
、
進
路
変
更
三
秒
前

の
合
図
を
実
行
！

　
黄
色
信
号
は
「
止
ま
れ
」
の
原
則
を
忘
れ
な
い
！

　
進
路
変
更
し
た
い
時
は
早
め
の
合
図
で
無
理
を
し
な

い
！

　
横
断
歩
道
は
歩
行
者
が
優
先
、
歩
行
者
保
護
を
実
践

し
た
運
転
を
！

　
時
間
と
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
無
理
に
進
入
し
な
い
！

平成２６年
７月１日㈫～８月３１日㈰
交通マナーアッ交通マナーアッププ
推進月間県民運推進月間県民運動動

『あわてられん
　ゆっくり行かんで

　阿波の道』

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん

こ
ん
な
運
転
に
心
当
た
り
あ
り
ま
せ
ん
か
？

右
左
折
・
進
路
変
更
の
合
図
が
遅
く
あ
り
ま

せ
ん
か
？

1
黄
色
信
号
で
加
速
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

2
無
理
な
割
り
込
み
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

3
横
断
歩
道
手
前
に
歩
行
者
が
い
る
場
合
、

停
止
し
て
い
ま
す
か
？

4
渋
滞
し
て
い
る
交
差
点
に
、
無
理
に
進
入

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

5

自衛官（学生）受付案内

　
狩
猟
免
許
初
心
者
講
習

狩
猟
免
許
初
心
者
講
習
会会
に
つ
い
て

に
つ
い
て



いたの　すがお
2014年7月号

１８

お
知
ら
せ

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

日
　
時
　
六
月
八
日
（
日
）

会
　
場
　
板
野
町
健
康
の
館

　
徳
島
東
部
圏
域
か
ら
ご
参
加
い

た
だ
い
た
約
八
十
名
の
参
加
者
が

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
通
し
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
お
も
し
ろ
さ
を
知

り
、
七
市
町
間
で
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

優
　
勝
　
小
松
島
Ｃ
Ｒ
Ｃ－

Ａ

　
篠
原
　
　
基
・
竹
内
　
幸
子
・

　
林
　
　
公
代

準
優
勝
　
板
野
ぴ
ょ
ん
太
２

　
二
條
え
い
子
・
佐
川
　
節
子
・

　
石
井
　
文
子
  

第
三
位
　
あ
い
ず
み
Ｃ

　
米
本
　
　
清
・
米
本
　
正
子
・

　
岡
田
　
恒
雄

●お申し込み・お問い合わせ●
板野ぴょん太スポーツクラブ（板野町健康の館内）
　☎　 672－3333
FAX 672－5115

募集要項
◆7月19日（土）～8月31日（日）までの期間
◆９：３０～１７：００
◆高校生以上の方で泳げる人
◆募集人員4名
◆3勤1休のローテーション勤務ができる人
◆時給700円
◆面接あり（履歴書持参）
※事前に心肺蘇生法（ＡＥＤ）の講習会があります
※保険はスポーツ安全保険にクラブで加入いたします

面接希望の方は７月10日（木）までに下記のお問い合わせ先
までご連絡ください。

町民プール監視員募集町民プール監視員募集
平成26年度の

板野町民プールの監視員を募集いたします。

第第第第第第第第第第第第第第第第
二二二二二二二二二二二二二二二二
回回回回回回回回回回回回回回回回
徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳
島島島島島島島島島島島島島島島島
東東東東東東東東東東東東東東東東
部部部部部部部部部部部部部部部部
地地地地地地地地地地地地地地地地

第
二
回
徳
島
東
部
地
域域域域域域域域域域域域域域域域域

ニニニニニニニニニニニニニニニニ
ュュュュュュュュュュュュュュュュ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
スススススススススススススススス
ポポポポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ツツツツツツツツツツツツツツツツ
フフフフフフフフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェェェェェェェ
スススススススススススススススス
テテテテテテテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィィィィィィ
ババババババババババババババババ

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルルルルルルルルルルルルルルルルル

カカカカカカカカカカカカカカカカ
ロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
リリリリリリリリリリリリリリリリ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
ググググググググググググググググ
大大大大大大大大大大大大大大大大

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会会会会会会会会会会会会会会会会会

　
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父
及
び
寡
婦
の
就
業
を
支
援
し
、
自
立

と
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
就
業
に
役
立
つ
知
識
技
能
の
習
得
や
、
資

格
を
取
得
す
る
た
め
の
就
業
支
援
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
対
象
者
：
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父
及
び
寡
婦
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
就
業
と
自
立
に
意
欲
の
あ
る
方

場
　
　
　
所
：
徳
島
県
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
他

受
　
講
　
料
：
無
料

　
　
　
　
　
　（
テ
キ
ス
ト
等
に
要
す
る
費
用
は
、
受
講
者
負
担
と
な
り
ま
す
。）

申
込
方
法
：
印
鑑
持
参
の
上
、
本
人
が
次
の
申
込
先
に
お
申
し
込
み
く
だ

　
　
　
　
　
さ
い
。

　
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
セ
ン
タ
ー

　
　
　
就
業
支
援
講
習
会
の
お
知
ら
せ
　

【お問い合わせ・お申し込み先】
　〒７７０－０９４３　徳島市中昭和町１丁目２番地

県立総合福祉センター２Ｆ　徳島県母子寡婦福祉連合会
　☎６５４－７４１８　FAX ６５４－７４１４

内　　容時間・定員・申込締切開　催　日科　目

ワード・エク
セルの基本か
ら応用までの
機能を習得す
るための講習

１０：００～１６：００
２０名

７月２４日（木）

８月３日（日）～
１１月９日（日）

（上記期間中の
土・日１３日間）

〈土曜日８日・
日曜日５日〉

パソコン
講習

（ワード・
エクセル）

自己分析・職
業分析・面接
の受け方・就
職活動の方法
等の研修

１３：００～１６：００８月３日（日）
就職支援
セミナー

●講習科目と開催日等●



いたの　すがお
2014年7月号

１９

お
知
ら
せ

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

町
民
ス
ポ
ー
ツ

町
民
ス
ポ
ー
ツS

P
O
R
T
S

プログラムの詳細につきましては、健康の館（☎672－3333）へお気軽にお問い合わせください。

板板野野ぴぴょょんん太太ススポポーーツツククララブブ
土金木水火月日

1211109877／6
Jｒ.バドミントン教室（体育センター）
プチ☆チアダンス（南公民館）
スリムアップ教室（南公民館）

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンド・ゴルフ
バドサークル

楽しいテニスサークルさわやかテニス
楽しいテニスサークル
バウンドテニス
チャレンジ５５

カローリングサークル
気軽にバドミントン
気軽に卓球
グラウンド・ゴルフ
元気スポーツ教室
バドサークル

19181716151413
Jｒ.テニス教室
中級テニス教室
Jｒ.バドミントン教室（体育センター）
プチ☆チアダンス（南公民館）
スリムアップ教室（南公民館）

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンド・ゴルフ
バドサークル
ファミリースポーツ教室
（スポーツ推進委員会）

楽しいテニスサークルさわやかテニス
楽しいテニスサークル
バウンドテニス
チャレンジ５５

カローリングサークル
気軽にバドミントン
気軽に卓球
グラウンド・ゴルフ
元気スポーツ教室
バドサークル

26252423222120
Jｒ.テニス教室
中級テニス教室
Jｒ.バドミントン教室（体育センター）
プチ☆チアダンス（南公民館）
スリムアップ教室（南公民館）

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンド・ゴルフ
バドサークル

楽しいテニスサークルさわやかテニス
楽しいテニスサークル
バウンドテニス
チャレンジ５５

カローリングサークル
気軽にバドミントン
気軽に卓球
グラウンド・ゴルフ
元気スポーツ教室
バドサークル

28／13130292827
Jｒ.バドミントン教室（体育センター）
プチ☆チアダンス（南公民館）
スリムアップ教室（南公民館）
Jｒ.テニス教室（雨天時は休み）
中級テニス教室（雨天時は休み）

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
バドサークル

楽しいテニスサークル
ジュニア弓道体験教室

さわやかテニス
楽しいテニスサークル
バウンドテニス
チャレンジ５５

カローリングサークル
気軽にバドミントン
気軽に卓球
グラウンド・ゴルフ
元気スポーツ教室
バドサークル
ジュニア弓道体験教室

県北部
カローリング
大会

　
四
十
チ
ー
ム
百
二
十
名
に
よ
る

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
が
健
康
の
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
頂
点
に
た
っ
た
の
は
、
板
野
コ

ス
モ
ス
チ
ー
ム
で
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
会
場
に
埋
め
尽
く

さ
れ
た
あ
じ
さ
い
の
花
を
お
土
産

に
、
来
年
の
再
会
を
約
束
さ
れ
ま

し
た
。

イベント
報告
イベント
報告

「「「「「「「「「「「「「「「「
カカカカカカカカカカカカカカカカ
ロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
リリリリリリリリリリリリリリリリ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
ググググググググググググググググ
交交交交交交交交交交交交交交交交
流流流流流流流流流流流流流流流流
大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会

「
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会
」」」」」」」」」」」」」」」」」

ああああああああああああああああ
じじじじじじじじじじじじじじじじ
ささささささささささささささささ
いいいいいいいいいいいいいいいい
カカカカカカカカカカカカカカカカ
ッッッッッッッッッッッッッッッッ

あ
じ
さ
い
カ
ッ
プププププププププププププププププ

早早早早早早早早早早早早早早早早朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝ウウウウウウウウウウウウウウウウォォォォォォォォォォォォォォォォーーーーーーーーーーーーーーーーキキキキキキキキキキキキキキキキンンンンンンンンンンンンンンンンググググググググググググググググ開開開開開開開開開開開開開開開開早朝ウォーキング開催催催催催催催催催催催催催催催催催

六
月
十
五
日（
日
）

鳴門・板野
ブロック
グラウンド
ゴルフ大会 ラジオ体操会・

早朝ウォーキング

対戦チームキックオフ開催日節
浦和レッズ１９：００７／２３（水）第１６節

ＦＣ東京１８：３０８／２（土）第１８節

J1J1徳島ヴォルティ徳島ヴォルティスス
ホームゲーム試合日程

鳴門大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム
（鳴門総合運動公園陸上競技場）

　お友達・ご家族で健康づくりに参加しませんか？
　詳しくは、健康の館　板野ぴょん太スポーツクラブ事務局までお
問い合わせください。

●お問い合わせ●
健康の館　板野ぴょん太スポーツクラブ　☎６７２－３３３３

７月１９日（土）

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●
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お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

　
か
つ
て
板
野
町
犬
伏
の
月
見
畑

に
、
村
人
が
共
同
で
井
戸
を
掘

り
、
田
の
水
を
汲
み
あ
げ
、 囲
 り
ま
わ

の
畑
を
、
稲
作
と
し
て
い
た
時
期

が
あ
っ
た
。
那
東
・
犬
伏
の
農
家

に
と
り
、
畑
作
か
ら
稲
作
へ
の
 恵
 
め
ぐ

み
の
掘
り
抜
き
井
戸
だ
。

　
共
同
井
戸
が
い
つ
の
頃
に
掘
ら

れ
た
か
は
、
今
と
な
り
詳
し
く
は

判
ら
な
い
が
、
こ
の
井
戸
か
ら
、

那
東
・
犬
伏
の
稲
作
農
家
は
支
え

ら
れ
て
き
た
。

　
今
年
五
月
十
二
日
、
板
野
町
那

東
老
人
 憩
 の
家
で
、
地
元
老
人
会

い
こ
い

つ
く
し
の
会
の
例
会
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
日
、
那
東
の
郷
土
史
研
究

家
岡
本
 賢
 さ
ん
（
八
十
九
歳
）
が
、

ま
さ
る

地
元
の
歴
史
に
か
か
わ
る
「
月
見

畑
の
用
水
に
つ
い
て
」
の
講
話
が

あ
っ
た
。
当
日
岡
本
さ
ん
は
、
所

用
の
た
め
、
代
わ
り
に
豊
村
啓
輔

さ
ん
か
ら
の
、
伝
言
に
よ
る
講
話

と
な
っ
た
。

　
私
も
そ
の
日
、
講
話
を
拝
聴
し

た
。
ま
た
五
月
二
十
九
日
、
豊
村

さ
ん
と
現
地
月
見
畑
の
掘
り
抜
き

井
戸
の
 跡
 も
、
見
学
も
し
た
。

あ
と

　
月
見
畑
は
、板
野
町
犬
伏
の
県

道
鳴
門
・
池
田
線
 縁
 の
、コ
ー
ヒ
ー

ふ
ち

レ
ス
ト
ラ
ン「
阿
波
路
」の
東
方
百

メ
ー
ト
ル
程
の
農
道
を
、南
方
へ

二
百
メ
ー
ト
ル
位
入
っ
た
 辺
 り
あ
た

だ
。少
々
の
台
地
と
な
り
、稲
作
に

適
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
 判
 る
。

わ
か

  こ
の
辺
り
の
田
地
は
、
こ
の
台

地
の
東
西
辺
り
よ
り
、
南
側
黒
谷

川
の
土
手
下
ま
で
、
一
メ
ー
ト
ル

前
後
低
地
と
な
り
、
か
つ
て
は
水

の
利
用
に
よ
る
稲
作
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
れ
を
地
元
農
家
の
知

恵
で
、
掘
り
抜
き
井
戸
を
掘
り
あ

げ
、
井
戸
の
 湧
 き
水
を
 釣
  瓶
 で
汲

わ
 

つ
る
 べ

み
、
用
水
路
か
ら
田
に
入
れ
、
稲

を
作
っ
た
。

　
阿
讃
山
脈
の
南
麓
地
帯
は
、
ど

こ
も
同
じ
条
件
と
な
る
が
、
稲
作

の
た
め
に
は
、 溜
  池
 を
作
る
か
、

た
め
 い
け

川
か
ら
取
水
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
の
取
水
方

法
と
し
て
、
野
中
に
井
戸
を
掘
り

抜
き
、
水
を
汲
み
あ
げ
る
知
恵

だ
っ
た
。
そ
れ
を
村
人
が
共
同
で

や
っ
た
。

　
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
頃
、

月
見
畑
の
中
央
に
、
大
き
な
井
戸

を
掘
り
抜
き
、
人
力
で
釣
瓶
を
 上
 
あ

げ
 下
 げ
し
、
水
を
用
水
路
に
流

さ

し
、
田
の
水
と
し
た
。

　
現
在
も
、
那
東
中
央
の
堀
内
計

一
郎
さ
ん
（
電
気
店
）
居
宅
の
、

西
側
の
セ
メ
ン
ト
 塀
 の
上
に
、
こ

べ
い

の
月
見
畑
で
、 木
  桶
 や
ブ
リ
キ
の

き
 お
け

バ
ケ
ツ
の
、
汲
み
と
り
上
げ
下
げ

用
 滑
  車
 の
、 綱
 の
支
え
に
使
わ
れ

か
つ
 し
や
 

つ
な

た
青
石
（
緑
泥
片
岩
）
の
 滑
 り
石

す
べ

が
、
残
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
し
て

堀
内
さ
ん
宅
の
 塀
 の
上
に
、
こ
う

へ
い

し
て
井
戸
の
滑
り
石
が
残
さ
れ
た

も
の
か
、
記
録
は
な
い
。

　
塀
の
南
側
の
青
石
が
、
縦
四
十

セ
ン
チ
、
横
幅
十
五
セ
ン
チ
程

で
、 真
 ん
 中
 に
丸
く
滑
り
穴
が
あ

ま
 

な
か

い
て
い
る
。
北
側
の
は
縦
三
十
五

セ
ン
チ
、
横
幅
二
十
セ
ン
チ
程

で
、
穴
が
あ
る
。

　
当
時
、
那
東
の
稲
作
汲
み
あ
げ

用
掘
り
抜
き
井
戸
の
、
滑
車
の
綱

を
支
え
た
滑
り
石
と
し
て
残
さ
れ

た
、
貴
重
な
遺
物
と
い
え
る
。
こ

の
発
見
は
、
地
元
那
東
の
郷
土
史

研
究
家
岡
本
賢
さ
ん
だ
。

　
犬
伏
月
見
畑
の
周
辺
の
地
名

は
、
角
ノ
塔
、
竹
ノ
下
、
西
渕
、

殿
屋
敷
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
豊

村
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
か
つ
て

は
大
善
坊
、
西
ノ
 窪
 な
ど
と
も
、

く
ぼ

呼
ば
れ
て
も
い
た
。

　
月
見
畑
は
、
釣
瓶
に
よ
る
田
へ

の
配
水
か
ら
、昭
和
二
十（
一
九
四

五
）年
以
降
は
、南
方
の
遊
水
低
地

に
ポ
ン
プ
汲
み
あ
げ
小
屋
を
建

て
、送
水
し
た
た
め
、 灌
  漑
 用
の
土

か
ん
 が
い

管
七
十
メ
ー
ト
ル
も
埋
設
し
た
。

　
月
見
畑
の
田
の
 畦
 に
は
、
個
々

あ
ぜ

の
 田
  圃
 に
掘
り
抜
き
ポ
ン
プ
で
 揚
 

た
ん
 ぼ
 

あ

げ
水
を
し
た
小
屋
の
跡
が
、
現
在

も
所
々
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
月
見
畑
田
野
周
辺
か
ら
の
景
色

が
よ
い
。
南
方
に
は
四
国
山
脈
や

眉
山
、
は
る
か
に
高
越
山
、
北
方

に
阿
讃
山
脈
の
 大
  山
 、
大
麻
山
が

お
お
 や
ま

望
ま
れ
る
。
す
ぐ
南
に
は
黒
谷
川

も
流
れ
、
山
紫
水
明
の
里
だ
。

　
月
見
畑
に
か
か
る
農
家
戸
数
約

六
十
戸
、
田
畑
が
約
三
町
歩
か
ら

四
町
歩
に
近
い
と
い
う
。

　
月
見
畑
に
田
畑
を
所
有
す
る
農

民
は
、田
植
え
な
ど
水
が
必
要
な

と
き
、共
同
掘
り
抜
き
井
戸
の
釣

瓶
で
、湧
き
水
を
汲
み
あ
げ
、田
に

配
水
し
、稲
を
育
て
た
。全
国
的
に

も
珍
し
い
風
習
を
残
し
た
土
地
だ
。

　
釣
瓶
時
代
以
後
、
那
東
中
、
東
、

犬
伏
に
よ
る
、
三
共
水
利
組
合
が

結
成
さ
れ
た
。
発
動
機
の
動
力
に

よ
る
、
ポ
ン
プ
汲
み
あ
げ
の
配
水

と
な
っ
た
。

　
十
年
余
り
前
に
は
、
北
岸
用
水

に
よ
る
自
動
配
水
と
な
り
、
今
は

釣
瓶
井
戸
の
面
影
は
な
い
。

　
長
い
歳
月
、
月
見
畑
で
は
稲
作

が
続
け
ら
れ
、
釣
瓶
井
戸
の
時
代

が
あ
っ
た
。
今
も
月
見
畑
に
は
、

田
に
水
が
は
ら
れ
、
稲
作
が
続
い

て
い
る
。

堤
　
高
数

其
の 

四
十

ふ
る
さ
と
板
野
歴
史
散
歩

月
見
畑
に
共
同
釣
瓶
井
戸
が
あ
っ

月
見
畑
に
共
同
 釣
  瓶
 井
戸
が
あ
っ
たた

つ
る
 べ

堀内氏宅の滑車すべり石

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●
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お
知
ら
せ

●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

ま
ち
の
う
ご
き
平
成
２6
年
6
月
25
日
現
在

人口のうごき

手作り講座
布のネックレス

彩りギャラリー
7月は“クレイアート（お菓子）”です。

平成２6年7月23日（水）　午前１０時～

　彩りの舘では、「彩りギャラリー」の
コーナーにおいて毎月様々な作品を展
示し、皆様のお越しをお待ちしています。

＊材料代5００円が必要です。
＊参加希望の方は、彩りの舘まで事前に
　申し込んでください。
　お問い合わせ　彩りの舘　☎６７２－５４４５

日時

彩りの舘場所

白糸、針、ハサミ持参する物

彩りの舘からのお知らせ

前月比合　計南地区西地区東地区

△6　6,6621,7001,2413,721男

△9　7,2461,7671,3764,103女

△15　13,9083,4672,6177,824合　計

2　5,5511,3051,0263,220世　帯

氏
　
　
　
　
　
名

金
　

城
　

カ

ツ

ヱ

賀

川

廣

之

吉
　

田
　

マ

サ

子

天
　

　

　

テ

ル

子

藤

井

勝
 

宮
　

崎
　

マ

サ

子

河

野

聖

子

年
　
　
齢

　９２　８３　９３　７１　９６　７９　８８

住
　
　
所

古
　
　
城

那
　
　
東

吹
　
　
田

下
　
　
庄

吹
　
　
田

大
　
　
寺

矢
　
　
武

親
　
の
　
氏
　
名

小
　
川
　
晃
　
生
　
・
　
憂
　
奈

楠
　
本
　
拓
　
也
　
・
　
ゆ
　
か

井
　
川
　
布
弥
也
　
・
　
彩
　
菜

田
　
中
　
幹
　
久
　
・
　
一
　
恵

子
　の
　名

 乃
 　
 愛
 

ノ
 

ア

 侃
 　
 玄
 

カ
ン
 

ゲ
ン

 舜
 　
シ
ュ
ン

 弥
 
ヤ

 瑳
 　
 莉
 

サ
 

リ

住
　
　
所

西
中
富

下
　
庄

川
　
端

犬
　
伏

性
　別

女男男女

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
すす

●　暑い季節です　無理なく賢いエコライフを　●

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
すす

夫
　
の
　
氏
　
名

小
　
川
　
晃
　
生

武
　
岡
　
宏
　
明

住
　
　
所

西
　中
　富

犬
　
　
伏

妻
　
の
　
氏
　
名

楠
　
　
　
憂
　
奈

和
　
田
　
　
　
唯

住
　
　
所

大
　
　
寺

犬
　
　
伏

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
すす
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お
知
ら
せ

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
7

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
8

日56789　10　11　12　13　14　15　16
曜
日土日月火水木金土日月火水

行
　
事
/
事
　
業

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

小
暑

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１２

心
配
ご
と
行
政
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

３
歳
児
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
後
１
時
　
分
～
１
時
　
分

１５

３０

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

心
配
ご
と
法
律
・
人
権
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
２
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

巡
回
職
業
相
談
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

日123456789　10
曜
日金土日月火水木金土日

行
　
事
/
事
　
業

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
鳴
門
）　
午
後
６
時
　
分
～

３０

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

立
秋

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

１
歳
６
ヶ
月
児
健
診
　
受
付
午
後
１
時
　
分
～
１
時
　
分

１５

３０

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

Ca
le
nd
ar

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●



いたの　すがお
2014年7月号

２３

お
知
ら
せ

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

日　17　18　19　20　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　31
曜
日木金土日月火水木金土日月火水木

行
　
事
/
事
　
業

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

健
康
教
室
「
血
圧
の
学
習
会
」（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
６
時
　
分
～
８
時

３０

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
ラ
ー
ジ
卓
球
（
健
康
の
館
）　
午
後
７
時
　
分
～

３０

町
民
ラ
ジ
オ
体
操
会
（
田
園
パ
ー
ク
）　
午
前
６
時
　
分
～

２０

お
話
し
会
（
文
化
の
館
・
図
書
館
）　
午
後
２
時
　
分
～
３
時

３０

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

海
の
日

大
暑

心
配
ご
と
交
通
事
故
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
鳴
門
）　
午
後
７
時
～

乳
児
計
測
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
前
９
時
～
９
時
　
分
３０

乳
児
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
後
１
時
　
分
～
１
時
　
分

１５

３０

栄
養
・
歯
科
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

股
関
節
脱
臼
検
診
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
後
０
時
　
分
～
１
時

４５

人
権
講
演
会
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
２
時
～

当
番
医

担
当
時
間

　
平
日
：
　
時
～
　
時
　
分

１８

２２

３０

　
休
日
：
９
時
～
　
時
　
分

２２

３０

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　
北
島
町
　
き
た
じ
ま
田
岡
病
院（
全
日
対
応
で
す
が
、確
認
す
る
こ
と
。）

　
藍
住
町
　
稲
次
整
形
外
科
病
院（
水
曜
日
・
土
曜
日
　
受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　
板
野
町
　
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

月7　月
日56789　10　11　12　13　14　15　16　17　18　19　20　21　22　23

曜
日土日月火水木金土日月火水木金土日月火水

病
院
名

稲
次
整
形
外
科
病
院

鶴
岡
内
科
胃
腸
科

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
し
ん
の

み
や
ざ
き
内
科

診

療

所

井

内

内

科

野
田
（
泰
）
医
院

野
田
（
五
）
医
院

浜

病

院

き
は
ら
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

友

成

医

院

井
関
ク
リ
ニ
ッ
ク

上
板
整
形
外
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

川

原

眼

科

浦

田

病

院

安

芸

内

科

近
藤
外
科
内
科

大
久
保
内
科

芳

川

病

院

井

上

医

院

住
所
/
電
話
番
号

藍
住
町

6
9
2－

5
7
5
7

藍
住
町

6
9
2－

6
8
8
6

板
野
町

6
7
2－

5
1
4
8

板
野
町

6
7
2－

6
6
1
8

上
板
町

6
9
4－

5
3
5
3

上
板
町

6
9
4－

2
0
0
9

上
板
町

6
9
4－

2
0
0
8

藍
住
町

6
9
2－

2
3
1
7

藍
住
町

6
9
3－

0
0
8
7

上
板
町

6
9
4－

5
5
1
5

上
板
町

6
3
7－

6
0
6
6

上
板
町

6
3
7－

6
6
0
0

上
板
町

6
9
4－

8
3
8
8

松
茂
町

6
9
9－

2
9
2
1

藍
住
町

6
9
2－

6
1
1
1

藍
住
町

6
9
3－

1
1
8
8

藍
住
町

6
9
2－

1
2
2
0

松
茂
町

6
9
9－

5
3
5
5

松
茂
町

6
9
9－

8
0
7
0

月7　月8　月
日　24　25　26　27　28　29　30　31123456789　10

曜
日木金土日月火水木金土日月火水木金土日

病
院
名

春
藤
内
科
胃
腸
科

谷
口
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

清

水

内

科

杉
み
ね
整
形

ク
リ
ニ
ッ
ク

か
ま
だ
眼
科

高
田
整
形
外
科
病
院

三
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

有

住

内

科

ク
リ
ニ
ッ
ク

堀
口
整
形
外
科

わ
た
な
べ
皮
膚
科

増
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

越
智
外
科
胃
腸
科

平

野

内

科

山
田
外
科
内
科

吉
野
川
病
院

奥

村

医

院

小
松
泌
尿
器
科

住
所
/
電
話
番
号

松
茂
町

6
9
9－

3
7
7
7

松
茂
町

6
9
9－

2
7
8
7

藍
住
町

6
9
2－

8
9
0
0

藍
住
町

6
9
3－

1
0
2
1

松
茂
町

6
7
8－

8
5
8
5

北
島
町

6
9
8－

8
6
8
9

北
島
町

6
9
8－

5
1
5
7

北
島
町

6
9
8－

8
6
5
5

北
島
町

6
9
8－

5
1
1
1

藍
住
町

6
9
2－

9
2
1
1

藍
住
町

6
9
3－

3
0
2
0

北
島
町

6
9
8－

0
3
0
3

北
島
町

6
9
8－

3
1
1
1

北
島
町

6
9
8－

8
0
6
0

北
島
町

6
9
8－

5
5
0
0

北
島
町

6
9
8－

6
1
1
1

藍
住
町

6
9
2－

2
4
0
3

藍
住
町

6
9
2－

1
2
7
7

※
休
日
・
夜
間
緊
急
病
院
は
、変
更
し
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、必
ず
電
話
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●



いたの　すがお
2014年7月号

２４

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

地
域
と
の
交
流

　
〜
人
参
抜
き
と
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
を
経
験
し
て
〜

板
野
南
幼
稚
園

はばたけ
未来っ子
はばたけ
未来っ子

　
五
月
、竹
谷
さ
ん
の
招
待
で
人

参
抜
き
に
行
き
ま
し
た
。竹
谷
さ

ん
か
ら
の
丁
寧
な
説
明
の
後
、子

ど
も
た
ち
は
胸
を
わ
く
わ
く
さ

せ
な
が
ら
、葉
の
根
元
を
ぎ
ゅ
っ

と
握
っ
て
抜
き
、「
こ
ん
な
形
の

人
参
抜
け
た
。」「
抜
く
時
ス
ポ
っ

て
言
う
た
。」と
嬉
し
そ
う
に
言

い
合
っ
て
い
ま
し
た
。帰
り
に

は
、自
分
の
好
き
な
形
の
人
参
を

選
ん
で
持
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

　
六
月
に
は
、
武
市
さ
ん
の
畑
へ

行
っ
て
じ
ゃ
が
芋
の
収
穫
を
し

ま
し
た
。
土
を
ス
コ
ッ
プ
で
掘

る
中
、
じ
ゃ
が
芋
を
見
つ
け
る
と

「
見
て
、
ま
ー
る
い
じ
ゃ
が
芋
。」

「
虫
も
お
る
。」
と
周
り
で
お
手
伝

い
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
武
市

さ
ん
た
ち
や
役
員
の
方
々
と
も

発
見
や
感
動
を
共
有
し
ま
し
た
。

こ
の
体
験
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

野
菜
に
も
、
色
や
形
・
大
き
さ
が

違
っ
た
り
、
土
の
感
触
に
も
違
い

が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
方
々
の

協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
発
見
や
感
動
が
で
き
る
体

験
を
計
画
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
お
は
な
し
会
 

日
時
　
七
月
十
九
日
（
土
）

　
　
　
午
後
二
時
三
〇
分
～

会
場
　
文
化
の
館
　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内
容
　
紙
芝
居
や
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　
　
　
無
料
で
す
。

　●
新
し
く
は
い
る
本
 

た
ま
も
の
 

小
池
　
昌
代
／
著

ま
る
ま
る
の
毬
 

西
條
　
奈
加
／
著

金
魚
鉢
の
夏
 

樋
口
　
有
介
／
著

透
明
な
迷
路
 

平
野
啓
一
郎
／
著

推
定
脅
威
 

未
須
本
有
生
／
著

深
海
の
人
魚
 

森
村
　
誠
一
／
著

星
々
た
ち
 

桜
木
　
紫
乃
／
著

喝
采
 

藤
田
　
宣
永
／
著

今
ご
は
ん
、
昔
ご
は
ん
 松
井
今
朝
子
／
著

わ
ら
う
ほ
し
 

荒
井
　
良
二
／
作
・
絵

ク
ジ
ラ
に
あ
い
た
い
と
き
は

 

ジ
ュ
リ
ー
・
フ
ォ
グ
リ
ア
ー
ノ
／
作

職
員
室
の
日
曜
日
 

村
上
し
い
こ
／
作

ぼ
く
た
ち
　
け
っ
こ
う
　
す
ご
い
か
も

 

い
と
う
ひ
ろ
し
／
作
・
絵

し
ゅ
く
だ
い
さ
か
あ
が
り

 

福
田
　
岩
緒
／
作
・
絵

う
な
ぎ
の
う
ー
ち
ゃ
ん
　
だ
い
ぼ
う
け
ん

 

く
ろ
き
ま
り
／
文

だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
や
ま
ん
め
ち
ゃ
ん

 

加
古
　
里
子
／
作
・
絵

図
書
室
の
ふ
し
ぎ
な
出
会
い

 

小
原
　
麻
由
美
／
作

と
ん
だ
、
と
べ
た
、
ま
た
　
と
べ
た
！
　

 

森
山
　
　
京
／
作

た
い
く
つ
な
ト
ラ

 

し
ま
む
ら
ゆ
う
こ
／
文

「
セ
ブ
ン
」

 

乾
　
く
る
み
／
著

　
一
見
シ
ン
プ
ル
な
ト
ラ
ン
プ
の
数
当

て
ゲ
ー
ム
が
、
裏
の
裏
を
読
む
心
理
バ

ト
ル
へ
と
変
貌
す
る
「
ラ
ッ
キ
ー
セ
ブ

ン
」
ほ
か
、
ロ
ジ
カ
ル
な
企
み
に
満
ち

た
七
つ
の
短
編
を
収
録
。
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
を
織
り
交
ぜ
た
ト
リ
ッ
キ
ー

な
作
品
の
世
界
に
、
繰
り
返
し
て
読
ん

で
し
ま
う
作
品
集
で
す
。

　「お
っ
と
あ
ぶ
な
い
　
か
わ
の
な
か
」

 

き
む
ら
　
ゆ
う
い
ち
／
作

　
ラ
イ
オ
ン
の
親
子
が
魚
つ
り
を
し
よ

う
と
、
川
岸
に
や
っ
て
き
た
。
そ
こ

に
、
ゴ
リ
ラ
の
親
子
も
や
っ
て
き
た
。

ラ
イ
オ
ン
が
一
匹
つ
る
と
、
ゴ
リ
ラ
は

ま
け
じ
と
二
匹
つ
る
。
競
い
合
っ
て
い

る
う
ち
に
、
雨
が
降
っ
て
き
た
。
川
の

流
れ
が
激
し

く
な
り
、
い

き
な
り
足
元

の
土
が
く
ず

れ
・
・
・
。
つ

り
を
す
る
ラ

イ
オ
ン
と
ゴ

リ
ラ
を
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ

り
に
表
現
し

て
い
ま
す
。

7月・8月の休館日　表中　　
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

新
着
図
書
案
内

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
七
月
十
日
は
「
七
＝
な
っ
、

十
＝
と
う
」
の
語
呂
合
わ
せ
で

「
納
豆
の
日
」
で
す
。

　
大
豆
の
発
酵
食
品
で
あ
る
納

豆
は
、
大
豆
に
含
ま
れ
て
い
る

た
ん
ぱ
く
質
や
カ
リ
ウ
ム
、
カ

ル
シ
ウ
ム
、
鉄
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
栄
養
素
を
そ
の
ま
ま
引
き

継
ぎ
、
発
酵
す
る
過
程
で
、
さ

ら
に
酵
素
や
ビ
タ
ミ
ン
が
増
え

る
そ
う
で
す
。

　
に
お
い
が
苦
手
な
方
も
、
夏

バ
テ
防
止
の
た
め
に
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
群
を
豊
富
に
含
ん
だ
納
豆
を

工
夫
し
て
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
と
が
き

№
220

文
化
の
館
だ
よ
り

竹谷さんの畑で人参抜き楽しかったね。

武市さんたちと一緒にじゃが芋掘りしたよ。

8 月
土金木水火月日
21
9876543
16151413121110
23222120191817
30292827262524

31

7 月
土金木水火月日
54321
1211109876
19181716151413
26252423222120

3130292827

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●


